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データを標準化する意味

データ活⽤のためには標準化する必要がある

同じ国でも表記がバラバラ
→特定の国のデータだけ調べるのも⼤変



S-Net形式

GBIFのデータ形式（DwC-A）に準拠
GBIFで失われてしまう⽇本語表記などの情報にも対応

データ形式を揃えている（標準化）ので
多くの機関の膨⼤な標本情報を横断検索できる！



データクリーニングとは
データを正しく整える作業

例
・不要⽂字の除去 「茨城 県」「茨城県 」→「茨城県」
・表記の統⼀ 「茨城」「いばらきけん」→「茨城県」
・標準化 「2026/2/28」「28 Feb. 2026」→「20260228」
・整合性チェック 採集⽇が「30260228」など
・データの補完 学名から⾼次分類群を埋めるなど

Excelの関数ではすごく⼿間がかかる、データが膨⼤でExcelで
は扱えない、データのゆらぎを探すのが⼤変...など

OpenRefineを活⽤してみませんか？



データクリーニングを⾏うための
オープンソースアプリケーション



OpenRefineを使ってできること
- データの俯瞰・異常値の発⾒と⼀発クリーニング

データのばらつきや空欄を瞬時にリスト化し、全体像を直感的に把握
 関数不要で、不要な空⽩や⾒えない⽂字をワンクリック除去

- 表記ゆれの⾃動名寄せ
学名や地名などの微妙な違いを⾃動検知して⼀括修正

- データの⾃由な分割・結合
セル内の混在した情報を別々の列に分割したり、複数列を1つにまとめる作業が

瞬時に完了

- 正規表現による⾼度な抽出・置換
「特定のパターンに⼀致する⽂字だけを抽出・削除」など複雑な処理が可能

- 全操作の履歴保存と⼿順の使いまわし
元データを上書きせず、間違えてもいつでも1クリックで復元可能

 マクロ不要で操作⼿順を保存し、別のデータへ⼀瞬で適⽤（使い回し）



OpenRefineを使ってできること
Excel

- セル単位の編集
- 関数を⽤いた計算
- 不可逆的編集
- 表記ゆらぎ検出には
不向き
- 膨⼤なデータには不
向き

OpenRefine

- 列単位の編集
- 可逆的編集（全編集履歴

が保存される・レシピ保存）
- 表記ゆらぎ検出向き

（ファセット・クラスタリング）

- 膨⼤なデータもOK



CSVファイルをOpenRefineで読み込む

ここにCSVをドラッグ
※Excelファイルも読み込み可能

CSVをドラッグすると
このように表⽰される



ここをクリック

CSVファイルをOpenRefineで読み込む



無事に読み込めるとこのように表⽰される



画⾯の⾒⽅（ざっくりと理解）

カラム→列のこと
ファセット→フィルターみたいな機能
レコード→各⾏が対応。個別編集には不向き
出⼒→いろんな形式で保存できる

ファセット
カラム

レコード

「▼」から各カラムの
設定に⼊れる

出⼒はここから



「よく使う変換」だけでも結構便利



ファセットを使ってゆらぎを探す

カラムの「▼」をクリック
ファセット→⽂字列ファセット

「Japan」と
「Japan 」が混在



ファセットから表記ゆらぎを修正

「編集」を押す

Japanの後の空⽩を削除→適⽤

ゆらぎが無事に修正された！



クラスタリングによる表記ゆらぎの修正
「クラスタ」を押す

新しいセルの値を「Japan」にマージしますか？
にチェック



クラスタリングによる表記ゆらぎの修正

ゆらぎが無事に修正された！



カラムのコピー

コピー元のカラム
→カラム編集
→このカラムに基づいてカラムを追加

新しいカラム名を設定してOKを押す



カラムの移動、名称変更、削除などは
「カラム編集」から可能

カラムのコピー



記録年⽉⽇の表記ゆらぎ修正
28-Feb-26

2026年2⽉28⽇
2026/2/28
2026-2-28

2026-02-28
様々な表記ゆらぎ

20260228

S-Net形式の⽇付表記

今回⾏うアプローチ
・余計な空⽩の削除

・年⽉⽇をハイフンつなぎに置換
・⽂字型データを⽇付型データに変換

・⽇付データを8桁表記に変換



年⽉⽇や「.」をハイフンつなぎに置換

置換機能を使って1つ1つ置換することもできる
「年」「⽉」「.」→「-」

「 」「⽇」→「」



年⽉⽇や「.」をハイフンつなぎに置換

「変換」を使うと⼀気に置換可能



年⽉⽇や「.」をハイフンつなぎに置換
「変換」の「式」に指⽰内容を⼊れる



年⽉⽇や「.」をハイフンつなぎに置換

value

.trim()

.replace("年","-")

.replace("⽉","-")

.replace("⽇","")

.replace(".","-")

値を引⽤

空⽩の削除

「年」を「-（ハイフン）」に置換

「⽉」を「-」に置換

「⽇」を削除

「.（ピリオド）」を「-」に置換

value.trim().replace("年","-").replace("⽉","-").replace("⽇","").replace(".","-")



年⽉⽇や「.」をハイフンつなぎに置換



⽂字型データを⽇付型データに変換



⽂字型ではないデータは
緑⾊の⽂字⾊になる

⽂字型データを⽇付型データに変換

⽂字型→⽇付型



⽇付型データを8桁表記に変換

value.toString("yyyyMMdd")

toString ⽂字型へ変換という意味
yyyyは年、MMは⽉、ddは⽇



⽇付型データを8桁表記に変換
8桁表記に変換された結果



⽂字型→数値型への変換



数値型に変換した結果

⽂字型→数値型への変換

数値型になると⽂字⾊が緑⾊になる



数値ファセットの活⽤

数値型にすると
範囲検索ができるようになる！

1951年から2021年までのデータが含まれていると分かる



学名から属だけ切り出し（分割）

特定の区切り⽂字や⻑さで分割できる
区切り⽂字には「 （半⾓スペース）」を利⽤



特定の区切り⽂字や⻑さで分割できる
区切り⽂字には「 （半⾓スペース）」を利⽤

学名から属だけ切り出し（分割）



正規表現を使った変換

value.replace(/^(.*?)(都|道|府|県)/,"")
パターン1

value.replace(/^[^都道府県]+[都道府県]/,"")
パターン2

value.replace(/^\s*.{2,3}?\s*[都道府県]\s*/, "")
パターン3

最近はこのGREL指⽰⽂は
⽣成AIに書かせたほうが楽な場合も多い

例: 
OpenRefineのGRELを使⽤して、住所データから「都道府県名」だけを削除（空⽂字に置換）するコードを書
いてください。
以下の条件をすべて満たす、最も安全で確実な1⾏のコードを提案してください。
【条件】
・⾏の先頭にある都道府県名（都・道・府・県で終わる⾔葉）を消したい。
・先頭に全⾓や半⾓のスペースが⼊っていることがあるので、それも⼀緒に消したい。
・「群⾺ 県」のように、⽂字の間にスペースが混ざっているケースにも対応したい。







市町村、詳細地名のマッチングに使える辞書

アドレス・ベース・レポジトリ
「全国町字マスター」など（※かなり重い）

https://www.digital.go.jp/policies/base_registry_address



市町村、詳細地名のマッチングに使える辞書

アドレス・ベース・レポジトリ
全国町字マスター



項⽬名を「scientificName」にしたCSVを
GBIF「種名マッチングツール」で分析

ここにCSVをドラッグ

「学名」→「scientificName」に



「scientificName」の列だけ読み込まれる



学名に対応した⾼次分類群が補完される



CSVに出⼒可能



⾼次分類群を埋めるとき便利

出⼒されたCSVファイル



編集履歴を開く

「抜き出し...」から別のファイルに適⽤したい
操作履歴を取り出す

操作履歴を出⼒し次回も使えるレシピに



操作履歴を出⼒し次回も使えるレシピに

JSONファイルとして保存可能

JSONファイルを「適⽤」から読み込むと
そのファイルにも同じ操作が適⽤される



次回様々な出⼒形式に対応





Windowsの場合：
OpenRefineのフォルダ内にある openrefine.l4j.ini という
ファイルをメモ帳で開き、-Xmx1024M（または2048M）と
なっている数字を、PCの空きメモリに合わせて -
Xmx4096M（4GB）などに書き換えて上書き保存

Macの場合：
アプリケーションフォルダのOpenRefineを右クリックし
「パッケージの内容を表⽰」＞ Contents ＞ Info.plist をテ
キストエディタで開き、-Xmx1024M の部分を書き換え

搭載メモリの1/4ぐらいにすると良い
16GBなら「-Xmx4096M」
64GBなら「-Xmx16384M 」

補⾜：⾼速化のためのテクニック



実習前の質疑応答



OpenRefineのインストール



OpenRefineのインストール

ここからダウンロード



OpenRefineのインストール

⾃分の環境が表⽰されていなければ
下から選ぶ



OpenRefineのインストール（Windows）

zipファイルをダウンロード・解凍



OpenRefineのインストール（Windows）

openrefineというアプリケーションを開く



OpenRefineのインストール（Mac）

OpenRefine.appを
アプリケーションフォルダにドラッグ

アプリケーションフォルダからOpenRefine.appを開く



OpenRefineのインストール

⿊い画⾯は無視する
（Windows）

ブラウザ（Edge、Chrome、Safariなど）で
OpenRefineが起動する

インターネット接続は不要

起動画⾯の例（共通）



OpenRefineのインストール

使⽤⾔語を⽇本語に設定可能
左タブ→Language settings→「⽇本語」を選択→Change language



S-Netから2022年7⽉のデータを抽出

デモデータが終わった⼈むけ:
specimen_20260224.csv



S-Netから2022年7⽉のデータを抽出

デモデータが終わった⼈むけ:
specimen_20260224.csv



S-Netから2022年7⽉のデータを抽出

デモデータが終わった⼈むけ:
specimen_20260224.csv



余裕があったらチャレンジ
・オカレンス最多の都道府県（⽇本語）
は？
⽂字列ファセット→ソート基準でカウントに
・緯度、経度の範囲は合ってる？
よく使う変換→数値型に変換→数値ファセット
・都道府県の表記ゆらぎを修正
置換を活⽤（正規表現を使ってみてもOK）

デモデータが終わった⼈むけ:
specimen_20260224.csv


